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第 28回
ミャクミャク
マンホール

住みます芸人として此花区で活動しはじめて、早6年。
此花区各地を巡りながら、いろんな魅力をご紹介します！
　今回はミャクミャクのマンホールを探しにテクテク
　マンホールは此花区に6個もあるらしく、聞き込みをしな
がら探していたのですが、「あそこの道にあったよ！知らん
けど…」や「あの交差点の所にあるって誰かが言うてたけど
な～、その誰かが思い出されへんねん。」とかで、確信の情報
を得られずに探していました。
　すると、すごく派手なマンホールを発見！ミャクミャクが
踊ってるように見えて可愛く、すっごくテンション上がりまし
た！皆さんも探してみてください。
　大阪・関西万博に向けて此花区は盛り上がってます！もっ
ともっと盛り上がっていきましょ～！

　９/21（木）、ユニバーサル・スタジオ・ジャパンのクルー有志から、伝法幼稚園
へ逆上がり補助板の寄贈があり、その贈呈式が開催されました。
　お遊戯室に集合した園児たちと保護者が見守る中、ユニバーサル・スタジオ・
ジャパンのキャラクターであるウッディー・ウッドペッカーとウィニー・ウッドペッ
カー、DJリエさんが登場し、緞帳が開くと、新しい2台の逆上がり補助板がお披
露目されました。
　ウッディーとウィニーに応援されながら、代表の園児2人が、新しい逆上がり補
助板を使って逆上がりに挑戦し、２人とも一度で成功しました。
　今回の逆上がり補助板の寄贈は、「地域の方々に貢献したい」というユニバー
サル・スタジオ・ジャパンのクルー有志の思いによる私費により賄われています。

「広報このはな」は毎月37,250部発行し、11月号1部あたりの発行単価（配布費用含む）は38.5円です。
（そのうち約2.0円を広告収入で賄っています）

　地震、津波、洪水、高潮…。地域も、私たち自身も、“いざ”とい
うときに備える取り組みの積み重ねが防災です。
　此花区では、大津波の被害は甚大なものに。避難生活も長
期化し、私たちの生活に大きく影響を及ぼします。津波避難訓
練も重要な取り組みのひとつ。防災グッズの確認や避難のシ
ミュレーションなど、地域の人たちと一緒に取り組むことで、ま
ずは自分の命を守りそして助け合う具体的なイメージがつき
ますね。
　防災マップや地区防災計画、防災アプリなど、災害時の行動
を見える化することも重要です。SNSやニュースはもちろん、地
域の動きや防災リーダーなどから、情報を手に入れられるよう
にしておくことも大切です。
　日頃の積み重ねと新たなチャレンジも欠かせません。最近で
はLINEなどをつかって防災時のやりとりに活用する動きや、
Instagramで防災情報を発信する地域も出てきました。取り組
みも情報も更新しながら、一人ひとりが備えつながり合える自
分ごとの地域と防災について考えてみませんか。

【問合】まちづくり推進課（まちづくり推進）34番窓口
　　　☎6466-9734

地域活動に関わるキッカケに、区役所１階地域活動情報コーナーの
壁新聞や、このはなまちセンFacebookもご覧ください。

地域活動協議会や町会は、暮らしの中の身近なコミュニティ地域活動協議会や町会は、暮らしの中の身近なコミュニティ

　　「このまちコラムこのまちコラム」は、
地域の暮らしや暮らしや活動の
アレコレをテーマアレコレをテーマに紹介
するシリーるシリーズ！

自分ごとの地域と防災

【取材・記事】まちづくり推進課(教育支援・環境)35番窓口　☎6466-9743

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンのクルー有志からユニバーサル・スタジオ・ジャパンのクルー有志から

これはどこか
わかるかな？


